
No_■



No_2

調査概要

調査期間

調査場所

調査主体

調査理由

調査面積

平成 12年 8月 1日 か ら 11月末までの予定

豊川市人幡町西赤土地内 (豊川西部土地区画整理事業地区内)

豊川市教育委員会 (担当 生涯学習課 文化財係)

坐川西部土地区画整理事業に伴 う事前調査

3, 200ぱ

確認された遺構

今回調査を行つた地点では、律令期 (奈良時代～平安時代中期)か ら、中世、近世

に至 るまでの遺構が検出されています。

なかで も特徴的な ものが、律令期の国府に関連する遺構群で、次に挙げた モ)のが検

出されています。

性ったてばtィらたてものあた

特殊遺構 1基 、掘 立柱建物跡 6棟 、 廃棄土坑、満、 ピッ ト等

主要な遺構については以下で述べます。

特殊遺構 S X 210

調査区の北西隅で検出された土坑状を塁する遺構で、平面形は一辺が約 6mの ほぼ

正方形のかたちをしています。内部はす り鉢状に落ち込み、深 さは約 2mt)あ ります!

埋土か らは 8世 紀後半を中心とした大量の須恵器類、土師器類、羊 形 硯、円面硯、端

の羽 日、鉄製の鎌、鉄 さい (鉄クズ)な どが出土 し、その出土状況か ら短期間の うち

に廃棄 された ものと考えられます。

竪 穴住 居跡 S H 208(8世 紀代)
たてあなじゅうきょあと

調査区の北隅で検出された竪 穴住 居跡で、一辺約 7mの 方形プランを呈 します。

他の住居跡 と比較するとやや規模が大きく、南側に出入 口施設 と考えられ る張 り出 し

があるのが特徴です。 これ と類似する竪 穴住 居跡は、この地域では昨年の 99A地 点

の調査で 2軒 と国分寺北遺跡 98C地 点の調査で 1軒 確認 されてお り、今回で 4例 目

です。通常の住居ではなく、特殊な使われ方を した住居なので しょうか。

掘 立柱建物跡 S B 209(8世 紀代)

調査区中ほどで検出された掘 立柱建物跡で、規模は 5間 (9.2m)×2間 (4.4m)と比

較的大きなものですっ形態 ・規模などか ら考えて、このエ リアの中心的な建物になる

と考えられます。

軒５
焼
跡

れ
居

的
住

枕
穴

蔽
竪



NO_3

掘 立柱建物跡 S13207・ 208

(8世 紀代)

調査区中ほどで検出された掘立

柱建物跡で、総柱の建物になりま

す【Ⅲいずれ や)同規模の 3間 ×3間

と考えられ ますが、 S i3 207は一

部調査区外にかかつて しま うため、

よく分かっていません十)性 格 とし

ては蔵 (倉)と いった貯蔵施設が

想定 されます。

出土遺物 掘立柱倉庫の建ち並ぶ風景

今回の調査では、大型 コンテナに換算 して約 30箱 もの大量の遺物が出土 しま した。

その遺物の大半は、特殊遺構 S X 210から出土 した ものです。

この遺構か ら出土 した遺物の大半は土器類で、 8世 紀後半を中心 とした須恵器、土

師器 とそれ らに混 じつて羊 形 硯、円面硯、 端 の羽 日、鉄製の鎌、鉄 さい (鉄クズ)

なども出土 しています。

これ らの遺物のなかで特に目を引くのは、 1点 だけ出土 した羊形硯です。残念なが

ら体部 (墨をす る部分)を 欠損 していますが、遺存状態は良好で、細部の表現が級密

なのが特徴ですぃ現在までのところ国内での出土例は奈良県の平城京跡で 2点 、二重

県の斎宮跡で 1点 、岐阜県美濃加茂市で 1点 の 4例 のみで、今回が 5例 目とな りますⅢ

特殊遺構 SX

0                 5              10 cm

(併2/3)

210出土羊形硯
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律令期以外の出土遺物 としては、鎌

倉時代の建物跡や土坑墓などが確認 さ

れてお り、土坑墓か らは副葬品として

短刀一振 と土器 (出茶椀)が 出土 して

い☆・)｀

まとめ

今回の調査では 3,2001ポとい う広い

面積で調査を行つたことで)あり、多 く

の遺構 と多種多様な遺物に恵まれ まし 平城京跡出土羊形硯

た。

遺構か ら言えることは、大型の掘 立柱建物跡や特殊な竪 穴住 居跡の存在などか ら、

通常の集落遺跡 とは異なつた、宮術的要素の強い点が挙げられます。 これ らの遺構が

国府域内で どのような性格のエ リアになるかは、不明な点が多 く判然 としません.可
たち   エ

能性 としては、舘、庫 (倉庫)と いつた施設が想定 されます。

今回確認 された遺構群か らは 1世 紀ほど下つた時代にな りますが、「日本文徳天皇

実録」857年 の記載のなかに 「参 河 国 上 言 今 月 六 日庁 院 東 庫 振 動」 とい う文

章がみ られます。これは地震の記載 と考えられ る()のですが、この文章か ら庁 院 (国

庁院)の 東側には 「庫」が存在することを物語つています。

今回の調査区はまさに国庁院の東側に位置することか ら、今回確認 された遺構群が

「庫」である可能性 も考えられます。

次に出土遺物についてですが、羊形硯の出土は特筆すべき点です。大陸か らの影響

で製作 された硯 と考えられますので、これを使用 していた人 や)、中央国家 と密接に関

わつていた人物 と推定 されます。中央か ら派遣 されてきた国司なのかモ)しれませんィ、

他の出土例 も製作方法が類似 している点が多いことか ら、中央の命令で一括受注 さ

れたものが、平城京の高級貴族や、地方に赴任 した国司に分け与えられた可能性 t)考

えられます。そ ういつたことか らも興味深い出土遺物 と言えます。

なお、これか らも国府 ・国分寺を中心 とした発掘調査は継続 して行われます.調 査

ごとに新たな発見があるものと思われます。今後の調査が期待 されます。
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【一 ロメモ】

国府 とは

中央政府が、全国を統治す るために設けた地方行政上の上級の区分が 60余 の国 と

島です (現在の県に相 当 します)て,国 府は、 8世 紀前半頃に国司として派遣 された少

数の貴族が、その地域 を統治するための根拠地 として建設 された地方の役所です。

国司は管下の郡を指揮監督 し、中央に報告するのが主な任務で したが、規定上は地

方行政の権限が、軍事を含めて集中してお り、それを果たすために各種の下級官吏が

付随 していま した。
こくちょういん  イ

国府域内の施設 としては、国 庁 院、曹司 (役所の各部署)、

倉 (蔵)、兵舎、市、絡丁や工人の宿舎などが知 られ まづ孔ぅ

羊形硯について

今回出土 した羊形硯は、 どの種を模倣 したものなのか調べてみたところ、西アジア

に多 く分布す る 「ムフロン」「ウリアル」 といった種になる可能性が高い と考えられ

ます。毛用種 として現在多 く見 られる 「メ リノー」は、その地域に合つたように品種

改良された もので、祖先は前述の羊です。外見は羊とい うよリヤギに近 く、豊かな羊

毛はあま りあ りません。

これ らの羊が、シルクロー ドを通つて中国 (陪、唐)に もた らされたものが、朝鮮

半島を経由 して、当時の 日本にもたらされたものと考えられ ます。

なお、この当時に書かれた 「日本書紀」には、推古天皇の時代 (7世 紀初頭頃)に

大陸か ら羊が贈 られたことが記 されています。

ところで、今回出土 した羊形硯はどこで生産 されたものなので しょう.先 に出土 し

ている平城京の 2例 、斎宮の 1例 と比較すると類似点が多 く、同 じ工房で生産 された

ものか、もしくは一つの羊形硯を模倣 して一箇所で生産 された可能性が考えられます.
づ
‐
 え

胎土などか ら国内で焼かれた須恵質のものですが、伴出遺物が猿投窯産のものが大多

数であることを考えると、猿投窯産の ものである可能性が考えられます。

ム フ ロ ン ウリアル

工くしのたち

国司舘、国学の学校、
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